
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
七
十
四
回
）

「朽く

網た
み

山や
ま

」

～
九
州
・九
住
山
～

朽
網
山

く
た
み
や
ま

夕ゆ
う

居い

る
雲
の

薄う
す

れ
去い

な
ば

我あ
れ

は
恋
ひ
む
な

君
が
目
を
欲ほ

り

 
 
 
 

作
者
未
詳 

 

巻
十
一
―
２
６
７
４

（
解
説
）

・
朽
網
山
に
夕
方
か
か
っ
て
い
る
雲
の
影
が
薄
く
な
っ
て
い
く
よ
う

に
、
あ
な
た
が
わ
た
し
か
ら
離
れ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
わ
た
し

は
逢
い
た
く
て
、
恋
し
く
思
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

・
こ
の
歌
は
作
者
未
詳
で
女
性
の
歌
と
い
わ
れ
別
離
に
お
け
る
女
心

の
悲
し
さ
を
歌
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。

・「
目
を
欲
り
」
と
は
「
逢
い
た
く
思
う
こ
と
。」



１
）「
朽
網
山
」
は
豊
後
国
風
土
記
（
直
入
郡
条
）
に
、「
救
覃

ぐ
た
み
の

峯み
ね

（
郡

の
北
に
あ
り
）
こ
の
峯
の
頂
に
、
火
、
恒つ

ね

に
燎も

え
た
り
」
と
あ
る
。

・「
こ
の
峯
の
頂
に
、
火
、
恒つ

ね

に
燎も

え
た
り
」
と
あ
る
は
火
山
の
こ
と

を
指
す
と
い
わ
れ
る
。

２
）「
朽
網
山
（
救
覃

く
た
み
の

峯み
ね

と
も
い
う
。）」
は
林
田
正
男
著
「
万
葉
の
歌
」

な
ど
に
は
、
救
覃

く
た
み
の

峯み
ね

は
豊
後
直
入
郡
北
境
の
連
山
（
熊
本
県
に
接
す

る
所
で
、
現
在
の
大
分
県
の
北
西
部
に
あ
る
竹
田
市
と
同
県
中
西
部

に
あ
る
玖
珠
郡

く

す

ぐ

ん

九
重
町
に
ま
た
が
る
連
山
）
で
総
称
名
「
九
重
山
」

と
呼
び
広
く
は
九
州
の
屋
根
あ
る
い
は
九
州
の
ア
ル
プ
ス
と
称
さ

れ
る
一
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
十
以
上
の
山
々
を
い
っ
た
も
の
か
。

狭
い
意
味
で
は
異
説
も
あ
る
が
、「
豊
後
風
土
記
」
の
説
な
ど
を
考

え
合
わ
せ
群
山
の
主
峰
で
あ
る
現
在
の
大
分
県
竹
田
市
に
あ
る
九

重
山
（
九
重
連
山
）
を
形
成
す
る
主
峰
「
久
住
山
（
標
高
一
七
八
七

ｍ
の
火
山
）」
の
古
名
が
「
朽
網
山
」
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
の
趣
旨

の
説
を
述
べ
る
。

・
な
お
、
一
般
的
に
は
【
久
住
山
】
説
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。 

 
 

３
）
こ
の
万
葉
集
で
詠
わ
れ
て
い
る
久
住
山
を
始
め
と
し
た
九
重
連
山

は
昭
和
三
十
九
（
１
９
６
４
）
年
に
別
府
と
阿
蘇
を
つ
な
ぐ
観
光
ル



ー
ト
と
し
て
開
通
し
た
通
称
「
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」、（
正
式
名

は
県
道
１
１
号
線
一
部
）
は
大
分
県
由
布
市
・
水
分
峠
（
標
高
７
０

７
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
熊
本
県
阿
蘇
市
一
の
宮
に
至
る
延
長
５
８
・
９

キ
ロ
の
高
原
道
路
で
あ
る
が
、
車
で
走
る
と
広
い
草
原
と
そ
し
て
九

重
連
山
が
間
近
に
迫
る
雄
大
な
景
観
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
九
州

が
誇
る
絶
景
の
ド
ラ
イ
ブ
ル
ー
ト
で
日
本
名
道
に
選
ば
れ
て
い
る
。

（
参
考
文
献
）
福
田
良
輔
著
「
九
州
の
万
葉
」
大
分
百
科
事
典
、
林
田
正
男
著
「
万
葉
の
歌
」
等

（
写
生
地
）
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ウ
ェ
イ
（
長
者
原
付
近
）
か
ら
望
む
九

重
の
山
々
。



（
位
置
図
）
久
住
山
と
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ウ
ェ
イ
等


